
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
に

は
中
小
零
細
企
業
が
多
い
で
す
。

中
小
零
細
企
業
は
小
回
り
は
効
く

の
で
す
が
、
が
ん
じ
が
ら
め
に
す
る

と
そ
の
小
回
り
が
効
か
な
く
な
る

ん
で
す
。
時
代
の
要
請
と
は
い
え
、

課
題
が
多
す
ぎ
ま
す
。
例
え
ば
Ｉ

Ｃ
Ｔ
対
応
の
県
営
工
事
は
、
国
の
レ

ベ
ル
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
県
レ
ベ

ル
で
中
小
向
け
の
レ
ベ
ル
を
設
定
す

る
な
ど
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

向
井
田　

1
9
8
0
年
５
月
に
台

風
３
号
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
早
池

峰
山
で
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
復
旧
工
事
に
現

場
代
理
人
と
し
て
営
林
署
所
管
治

山
ダ
ム
建
設
に
携
わ
り
ま
し
た
。

大
規
模
な
現
場
で
厳
し
い
環
境
の

中
で
の
仕
事
で
し
た
が
、
無
事
に
完

成
さ
せ
た
こ
と
が
思
い
出
に
残
っ
て

い
ま
す
。
会
社
と
し
て
も
、
飛
躍
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
工
事
で
す
。

向
井
田　

地
域
に
と
っ
て
建
設
業

と
い
う
の
は
無
く
て
な
ら
な
い
存
在

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
地
域

を
支
え
る
と
い
う
強
い
気
概
を

持
っ
て
欲
し
い
で
す
。
協
会
と
し

て
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
建
設

業
と
い
う
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
、
大
変

な
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
と
も
に
よ
り
よ
い
業
界
を
目
指

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

向
井
田　

趣
味
と
い
う
よ
り
も
、い

ろ
ん
な
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
好

き
で
す
。
立
場
上
、
発
注
者
と
の

意
見
交
換
も
あ
り
ま
す
が
、
本
当

の
こ
と
を
伝
え
、
情
報
を
共
有
し
、

そ
の
実
態
に
合
わ
せ
た
施
策
を
考

え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
大
事
だ

と
思
って
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ハッ

タ
リ
で
は
な
く
、
現
場
で
は
こ
う
で

す
よ
と
、
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

ご受章を心よりお祝い申し上げます。

有
限
会
社 

因
幡
鉄
筋
工
業
所

代
表
取
締
役　

因
　
幡
　
幸
　
助

岩
手
県
宮
古
市
松
山
五
―
一
七
―
一

☎
〇
一
九
三（
六
四
）一
八
五
三

岩
手
大
丸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

千
　
田
　
忠
　
味

岩
手
県
花
巻
市
東
和
町
前
田
二
―
一
三
七

☎
〇
一
九
八（
四
二
）四
七
五
五

Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

小
　
野
　
友
　
寛

岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
門
字
中
瀬
五
一
―
八

☎
〇
一
九
四（
二
五
）五
一
五
七

株
式
会
社 

小　

原　

建　

設

代
表
取
締
役
社
長　

小
　
原
　
　
　
学

岩
手
県
北
上
市
村
崎
野
一
五
―
三
一
二
―
八

☎
〇
一
九
七（
六
六
）三
一
二
五

株
式
会
社 

平　
　

野　
　

組

代
表
取
締
役
社
長　

須
　
田
　
光
　
宏

岩
手
県
一
関
市
竹
山
町
六
―
四

☎
〇
一
九
一（
二
六
）三
七
一
一

株
式
会
社 

小　

山　

田　

組

代
表
取
締
役　

小
山
田
　
大
　
助

岩
手
県
宮
古
市
刈
屋
一
〇
―
五
―
一

☎
〇
一
九
三（
七
二
）二
八
七
三

工
藤
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

蜂
　
谷
　
剛
　
司

岩
手
県
奥
州
市
水
沢
真
城
字
北
舘
三
八
―
一

☎
〇
一
九
七（
二
三
）四
六
四
二

株
式
会
社 

佐　
　

賀　
　

組

代
表
取
締
役　

髙
　
橋
　
　
　
賢

岩
手
県
大
船
渡
市
盛
町
字
田
中
島
二
七
―
一

☎
〇
一
九
二（
二
七
）七
三
三
一

沢
与
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

佐
　
藤
　
隆
　
一

岩
手
県
宮
古
市
山
口
一
―
二
―
二
七

☎
〇
一
九
三（
六
三
）一
一
五
七

三
陸
生
コ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

城
　
内
　
隆
　
美

岩
手
県
宮
古
市
上
鼻
二
―
一
―
四
一

☎
〇
一
九
三（
六
二
）一
四
八
二

昭
栄
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

武
　
田
　
克
　
彦

盛
岡
市
上
堂
四
―
一
一
―
八

☎
〇
一
九（
六
四
七
）二
二
二
二

株
式
会
社 

テ　
　
　
　

ラ

代
表
取
締
役
社
長　

三
　
浦
　
　
　
一

岩
手
県
遠
野
市
青
笹
町
中
沢
二
―
五
二

☎
〇
一
九
八（
六
二
）三
〇
五
三

株
式
会
社 

畑　
　

中　
　

組

代
表
取
締
役　

畑
　
中
　
善
四
郎

岩
手
県
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
門
字
中
瀬
五
一
―
一
四

☎
〇
一
九
四（
二
五
）五
三
一
一

豊
島
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

紀
　
室
　
裕
　
哉

岩
手
県
大
船
渡
市
大
船
渡
町
字
地
ノ
森
六
一
―
八

☎
〇
一
九
二（
二
五
）一
一
六
五

東
野
建
設
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

東
　
野
　
久
　
晃

盛
岡
市
加
賀
野
二
―
八
―
一
五

☎
〇
一
九（
六
五
三
）三
三
八
八

南
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

南
　
　
　
　
　
勉

岩
手
県
九
戸
郡
軽
米
町
晴
山
二
二
―
四
六
―
一

☎
〇
一
九
五（
四
七
）一
〇
〇
〇

宮
城
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長　

菅
　
原
　
博
　
之

岩
手
県
久
慈
市
新
中
の
橋
四
―
三
五
―
三

☎
〇
一
九
四（
五
二
）一
一
一
一

株
式
会
社 

村
山
電
機
商
会

代
表
取
締
役　

村
　
山
　
利
　
一

岩
手
県
宮
古
市
南
町
一
五
―
一
五

☎
〇
一
九
三（
六
二
）六
一
五
九

株
式
会
社 

山　
　

下　
　

組

代
表
取
締
役
社
長　

菅
　
原
　
陽
　
一

岩
手
県
花
巻
市
上
根
子
字
石
川
原
七
八
―
一

☎
〇
一
九
八（
二
二
）二
一
一
一

株
式
会
社 

山　
　
　
　

元

代
表
取
締
役
社
長　

　
山
　
元
　
一
　
輝

岩
手
県
釜
石
市
只
越
町
二
―
六
―
二
〇

☎
〇
一
九
三（
二
二
）一
八
〇
五

陸
中
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

伊
　
藤
　
　
　
峻

岩
手
県
宮
古
市
宮
町
一
―
三
―
五

☎
〇
一
九
三（
六
二
）三
四
六
七

菱
和
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長　

海
　
野
　
　
　
尚

代
表
取
締
役
社
長　

菊
　
池
　
　
　
奨

盛
岡
市
み
た
け
一
―
六
―
三
〇

☎
〇
一
九（
六
四
一
）一
一
一
一

向
井
田　

建
設
事
業
功
労
に
よ
り

図
ら
ず
も
旭
日
小
授
章
の
栄
に
浴

し
ま
し
た
。
岩
手
県
建
設
業
協
会

会
長
を
務
め
る
身
で
も
あ
り
、
今

回
の
受
章
は
会
員
の
皆
さ
ま
の
代

表
と
し
て
受
章
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

向
井
田　

2
0
1
0
年
５
月
に
副

会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
翌

年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
災

し
、
協
会
は
道
路
啓
開
や
応
急
復

旧
、
そ
し
て
本
格
復
旧
と
復
興
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
建
設
業
協
会

会
員
の
組
織
力
、
団
結
力
を
持
っ
て

対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
震
災
か

ら
14
年
が
経
過
し
、
予
算
的
に
は

震
災
前
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
労
務
費
や
資
材
の
高
騰
も
あ

り
ま
す
が
、こ
こ
で
踏
ん
張
り
、
地

域
の
た
め
に
存
続
さ
せ
る
た
め
の
活

動
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
当
時
、
思
っ
た
の
は
、や

は
り
地
域
の
建
設
業
、
建
設
業
協

会
員
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

向
井
田 

岳 

氏

に
聞
く

岩
手
県
建
設
業
協
会
会
長

刈
屋
建
設
代
表
取
締
役

刈
屋
建
設
代
表
取
締
役
で
岩
手

県
建
設
業
協
会
会
長
の
向
井
田
岳

氏
が
建
設
事
業
功
労
と
し
て

2
0
2
5
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
小

綬
章
を
受
章
し
た
。
積
極
果
敢
な

行
動
力
と
強
い
信
念
を
も
っ
て
公

共
の
福
祉
に
寄
与
し
、
地
域
経
済

社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
た
向
井
田
氏
に
、
今
後
の
協
会

活
動
の
展
望
な
ど
を
伺
っ
た
。

向
井
田 

岳（
1
9
5
4
年
生
ま
れ
）

1
9
7
7
年
3
月 

　
獨
協
大
学
経
済
学
部
卒
業

1
9
7
8
年
3
月 

　
国
土
建
設
学
院
卒
業

職
歴

1
9
7
8
年
4
月 

　
刈
屋
建
設
工
事
課
職
員

1
9
9
3
年
4
月 

　
同
社
専
務
取
締
役

2
0
0
4
年
3
月 

　
同
社
代
表
取
締
役

異
常
で
あ
り
、
工
事
量
は
激
減
す

る
。
そ
の
時
に
備
え
て
企
業
の
体

力
を
付
け
、
対
応
し
て
い
こ
う
」と

言
い
続
け
ま
し
た
。
体
質
の
強
化

に
加
え
、
想
像
力
を
働
か
せ
、
単

純
に
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
取
り
組
む
と
い
う
よ
り
も
、

将
来
を
見
据
え
た
投
資
が
必
要
だ

と
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
み

ん
な
良
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
仕
事
量
が
減
少
す
る
、

担
い
手
が
不
足
す
る
、
労
働
者
は

高
齢
化
す
る
、
高
度
な
技
術
者
は

ど
ん
ど
ん
い
な
く
な
る
世
界
は
目
の

前
に
来
て
い
ま
す
。
仕
事
量
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
労
働
者
も
減
っ
て
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
う
人
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
雨
や
大
雪
に
見

舞
わ
れ
る
、
崖
が
く
ず
れ
て
道
を
ふ

さ
い
だ
、
そ
の
時
に
必
要
な
の
が
建

設
業
で
あ
り
、
そ
こ
で
働
く
人
た

ち
で
す
。
近
年
で
は
秋
田
の
豪
雨
、

青
森
の
大
雪
な
ど
の
例
を
見
て
も

わ
か
る
通
り
、
人
手
が
足
り
ず
対

応
が
お
手
上
げ
な
状
況
と
な
り
、

市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
自
然
災
害
は
繰
り
返
し

繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
。
私
と

し
て
は
、
会
員
に
は
現
状
の
話
を
で

き
る
だ
け
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て

ロ
ボ
ッ
ト
、
す
べ
て
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
で
き
る
時
代
は
ま
だ
先
で
す
。

そ
の
過
渡
期
に
い
る
の
が
私
た
ち
で

あ
り
、
労
働
力
に
し
て
も
そ
の
過

渡
期
が 

一 

番
不
足
し
ま
す
。
で
す

が
、
自
然
災
害
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
今
日
か

ら
正
月
休
み
だ
か
ら
、
正
月
休
み

明
け
に
発
生
し
て
く
れ
と
は
い
き

ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
れ
ら
の
対
応
は
、

企
業
経
営
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
の
で
す
。地
域
に
と
っ

て
建
設
業
は
必
要
だ
と
い
う
、み
ん

な
が
そ
の
よ
う
な
意
識
を
強
く

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
協
会
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

向
井
田　

現
場
で「
こ
う
い
う
こ
と

が
問
題
が
あ
り
、こ
う
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
、
生
の
声
を
届
け
た
い
で
す

ね
。
イ
ン
ボ
イ
ス
、
働
き
方
改
革
な

2
0
2
5
年
春
の
叙
勲
で
旭
日
小
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
逆
に
い
う
と
、
わ
れ
わ

れ
が
頑
張
ら
な
い
と
、
地
域
に
元
気

が
出
な
い
ん
で
す
。
建
設
業
は
、
警

察
、
消
防
と
同
じ
よ
う
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
公
共
的
な

要
素
も
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、

公
共
工
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

震
災
前
の
厳
し
い
冬
の
時
代
に
戻
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
が
、こ
こ
で
踏

ん
張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
担

い
手
不
足
、
働
き
方
改
革
な
ど
、い

ろ
ん
な
意
味
で
会
社
を
経
営
し
て
い

く
の
が
厳
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
会
員
の
協
会
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
、こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

向
井
田　

東
日
本
大
震
災
発
災

時
、９
代
目
の
宇
部
貞
宏
会
長
に

対
し
、
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
た

と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
宇
部
会

長
が「
い
や
い
や
歴
史
を
た
ど
れ
ば

こ
れ
と
同
じ
規
模
か
そ
れ
以
上
大

規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
て
い
た
ん
だ

よ
。
想
定
外
と
い
う
発
言
は
す
る

な
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
確
か
に

大
規
模
な
災
害
に
対
す
る
対
応
策

を
練
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
発
災
直
後
は
、
岩
手
県

内
全
域
で
固
定
・
携
帯
電
話
が
不

通
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
副
会
長

に
就
任
し
た
以
降
も
、
広
報
委
員

会
委
員
長
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
部
会
の
部

会
長
を
兼
任
し
て
い
ま
し
た
が
、
県

内
全
域
を
網
羅
す
る
通
信
手
段
を

確
保
で
き
て
い
れ
ば
、
協
会
の
組
織

力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、

よ
り 

一 

層
迅
速
で
効
果
的
な
支
援

が
可
能
だ
っ
た
と
悔
み
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
機
能
面
と
運
用
面
、
維
持
コ

ス
ト
な
ど
多
方
面
な
視
点
か
ら
検

討
を
行
い
、
協
会
に
衛
星
携
帯
電

話
な
ど
の
情
報
伝
達
機
器
を
導
入

し
、
2
0
1
2
年
に
広
域
災
害
時

の
有
効
な
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
を
確

立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
支
部
が

独
自
に
情
報
を
収
集
し
、
本
部
に

伝
え
、
近
隣
支
部
と
連
携
で
き
る

こ
と
を
探
る
な
ど
、
オ
ー
ル
岩
手
で

取
り
組
む
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
28
年
台
風
10
号
豪

雨
災
害
時
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

豚
熱
の
対
応
に
も
非
常
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。
災
害
発
生
時
は
、
実
際

に
現
場
に
行
っ
て
み
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
レ
ベ
ル
で
現
場

に
出
向
き
、
実
際
に
現
場
の
人
た

ち
の
声
を
聞
き
、
情
報
を
収
集
す

る
こ
と
が
、い
か
に
重
要
か
と
い
う

こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い
ま
す
。

向
井
田　

今
年
で
６
年
目
に
な
り

ま
す
。
生
意
気
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
副
会
長
時
代
か
ら「
東
日
本
大

震
災
発
災
後
の
工
事
量
の
レ
ベ
ル
は

近
年
、
甚
大
な
災
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

2
0
2
0
年
5
月
に
会
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

発
注
者
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

思
い
出
に
残
っ
て
い
る
仕
事
は
。

今
後
の
抱
負
を

趣
味
は
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
手
県
建
設
業
協
会
の
役
員
と
し

て
、こ
れ
ま
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
民
間
団
体
歴

1
9
9
6
年
5
月
〜
2
0
0
2
年
6
月 

　
岩
手
県
建
設
業
協
会
青
年
部

　
連
絡
協
議
会 

会
長

1
9
9
8
年
6
月
〜
2
0
0
0
年
6
月 
　
東
北
建
設
業
協
会
青
年
部
会

　
連
絡
協
議
会 

会
長

2
0
0
4
年
4
月
〜
2
0
2
4
年
5
月 

　
岩
手
県
建
設
業
協
会
宮
古
支
部
理
事

2
0
1
0
年
5
月
〜
2
0
2
0
年
5
月 

　
岩
手
県
建
設
業
協
会 

副
会
長

2
0
2
0
年
5
月
〜
現
在 

　
岩
手
県
建
設
業
協
会 
会
長

祝 
2
0
2
5
年
春 

旭
日
小
綬
章
受
章
　

一
貫
し
て
建
設
事
業
に
精
励
し
、

地
域
社
会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

2011年3月14日に開かれた岩建協緊急支部長会議

岩手県との意見交換会（2024年9月）

岩建協は3月11日を「防災の日」と定め、毎年災
害情報伝達訓練を実施

情報伝達機器運用開始式で機器の説明等を行う向井田
岩建協副会長（2012年9月3日 当時）


